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オウトウの生育障害に関する試験

荒垣 憲-1深 井 筒ピ・鈴木  武
**

ご山形県園芸試験場・
ホ十
山形県農業試験場 )

1ま ぇ が き

オウトウの幼木に 6月 ころから葉が黄化,萎凋し,
内側に巻いて,は なはだしい場合には, 7月 下旬ころ

から落葉する現象が認められた。この障害は,同一ほ

場でも台木により被害程度がことなり, マザー ト台は

ほとんど発生がなく, マハレブ台は少なく, アオバ桜

台の発生が最も顕著であった。そこで,フ ォパ桜台の

被害園と健全園での比襲 おょび被害囲内での台木間

の比較を行なって, これ らの原因について検討した。

2試 験 方 法

1 解体調査
障害の発生 している当場のは場で, アォバ桜台,マ
バレプ台, マザート台の 6年生,ナ ポレオンの生育中

席な 2樹を選定 し,Ila和 47年 6月 下旬から7月 上旬に,

第 1表 地上部および地下部の生体重 (″/樹 )

マハレブ台がわずかに勝 った (第 1表 )。 根量も,各
太さの根ともマザート台が最も多く,マ ハレブ台がア

ォバ桜台よりわずかに多か った。各台木の大き別の割

合についてみると, マザー ト台は他の台木に比較 して

太根が多く, 7オ パ桜台は細小根が多かった。マ′ヽレ

ブ台は両台木の中間的な割合であった (第 2表 )。 細

小根の垂直分布にっいてみると,ア ォパ桜台の細根は

0-20“ の深きに最も多く分布し,約50%であった。
深い部位ほど分布は少なく,20-40“ では約16%で あ

った。 これに対 して, マハレブ台は,20-40“に最も

多く0-60い に平均して分布していた。一方, マザー

ト台の分布割合は, ァォパ桜台と類似 した傾向を示し

た (第 1図 )。 また,垂直分布の最高値は, アオパ桜
台は
'2魏
, マハ レブ台は165“ , マザ~卜 台は 200"

であった。根群の水平分布はフオパ概  マハレブ台に

根群調査,地上部の解体調査を行なった。なお, 根の

分類は, 細根 (直径 02い 以下),小根(02-05“ ),
中根 (α 5-10“ ),太根 (■ 0“以上 )と した。
2 土壌理化学性
昭和48年 5月 に10-20,30-40C"の 深さから採土し,

化学性を測定した。また,同年 7月 に10と 40“の深さ

から100cc採土管で採取し,三相分布,透水性を測定 し

た。

3 葉中無機成分含量
昭和48年 フ月 6日 に発育枝葉 (基部から10枚 目)を

採販し無機成分含量を測定した。

3試 験 結 果

1 解体調査
地上部の生体重は,各部位 とも, マザー ト台がいち

じるしく多く,マハレブ台とアオバ桜台との比較では,

比較 してマデー ト台が広かった。

以上,マ ザー ト台は生育が旺盛で地上部重,根量と
も他の台木に比較して, いちじるしく多 く,根群分布
も広かった。 マハンプ台の生育は, アオパ桜台とはぼ

同程度であったが, 深い土層に根が多かった。一方 ,

アオパ桜台は細根が多しヽが,浅根であった。 しかし,
これ らの結果は,生育障害の結果というよりは,む し
ろ,台 木そのものの性状を示したと思われる。
2 土襲理化学性
土壌の化学性についてみると,被書園は,H,置 換
酸度からみると,土機の酸性化は比較的,進んでいな
い土壌であった。また,置換性石民 苦土含量も高い

傾向があった。 しかし,置換性カリ含量は低かった
(第 2表 )。 一方,物理性についてみると, 被害園の
10“の三相分布は,固相が多く,気 相が

'多
以下で,

台木の種類
地 上 部 根

根  幹
葉 1,2,3年校 4,5,6年 枝 計 細 根 小 根 中 根 太 根 計

7zt,<& ２
　
　
ζ
　
　
‘

７５

　

７

　

％

１

　

２

　

７

ζ

　
　

３

　

５

729

887

m46

Ｑ

　
　
０

　
　
１

０
　
　
０

　
　
■

031

1124

1 23

５‐
　
　
”

　

９５

０
　
　
Ｃ
　
　
＆

1 47

1 74

774

1 01

1 03

276



東 北 農 業 研 究 第 18号 (1976)

第 2表 土 壌化 学 性

第 5表  土 壊物 理 性
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極端に少なかった。このことは,全孔隙が少なく, と

くに粗孔隙が少ないことを示している。また,透水係

数も10~。 0/8。C台 で, 不良で,か つ, ち密度も24で硬

く,物理性は,い ちじるしく不良であった(第 5表 )。
このことは,水回転換園である被害園には,約 2●2の

深さに磐層があるためと考えられる。 この層より深い

層の物理性は良好であった。

3 葉中無機成分含量
チ ッツ, リン酸,カ リ含量とも,障害が発生してい

るアオパ桜台, マ′ヽレブ台は健全国のアオパ桜台,被

害園のマザ~卜 台に比較 して低かった (第 4表 )。

第 4表  葉中無機成分含量 (対乾物%)
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第 1図  根群の垂直分布 (細小根 )
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4 ま  と  め

以上のことから,被害園は水回転換国のため約25“

に磐層が残 り, この層より上の土機の物理性がいちじ

るしく劣 っていた。そのため,梅 雨期ころから土壊中

の気相が少なくなり,こ の層に存在する根の活性が低

下し,養水分の吸収が阻害され,葉が萎凋するもの と

思われる。 しかし, これより下の層は,物理性には間

題がなく,下層に根群分布が多 くなるに したがって,

被害が少なくなると思われる。そのため,根量が多く,

かつ,深い土層まで根群が分布するマザート台は,は

とんど被害がなく,マ バンプ台は,根量は多くないが,

比較的, 根群分布が深いため被害が少ないと考えられ

る。 これに対して,フ オパ桜台は,根量が少なく,か

つ, 浅根であるため被害が最もはなltだ しいのであろ

う。

先に, オウトウの適地判定に関する試験で, オウト

ウは,気 相が少ないこと,過剰水分や,透水性不良な

どの原因で梅雨期ころに急に枯死する立枯現象がある

ことを報告 したが,本障害も土壊の物理性が部分的に

劣る場合でも,症状は軽いが,一時的に生育が阻害さ

れることを示 していると思われる。

モモの鮮度保持に及ぼす環境ガスの影響

加 藤 公 道・ 佐 藤 良 二

(福島県園芸試験場 )

1ま え が き

モモは日持ちが悪い果実であり,遺隔地出荷の場合

には低温輸送が実施されている。 しかし,段ポール箱

に包装してか ら冷却する現在の方法では, 果実
の冷却

速度が遅くて低温処理の効果が十分に発揮 され
ていな

ぃ。そこ、 常温下でも鮮度保持効果が期待さ
れる環

境ガス濃度の影響を検討した。

2 試験方法および結果

福島市飯坂町産の大久保を供試し,収穫後選果して

から直ちに処理を開始 した。

第 1表  ボンペ入 り混合ガスを連続通気する方法の試験区

1 ガスボンペ入り混合ガスを使用する方法

30C室内の大型デンケーターに果実約4り を入れた

後,第 1表 に示すょうな混合ガスまたは空気をそれぞ

れのデツケーターに約30″/hrの 流速で 3日 間連続通

気を行なった。なお,低温処理 と比較するために,15

℃で 5日 間冷蔵する区を設けた。処理後デシケ
ーター

および冷蔵室内から果実をとり出して,開放時および

50Cに 保持 して 2日 後に果実品質を調査 した。その結

果は第 2, 3表 に示した。

1975年 の結果では, 8月 8日 収穫果で025～ 7%,

C020う の区は開放時の硬度が対照 区よりや や 高い

が15℃ 冷蔵区より低く, したが ,て 鮮度保持効果はほ

1,73年 度 1974年 度
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